
●ご注文について
・弊社ウェブサイトよりご注文を承ります。
　https://bensei.jp
　各種クレジットカード、paypal（クレジットカード・デビットカード）でのご決済が可能です。
　ぜひご利用くださいませ。

　　　割引クーポンコード：　82f8a3ead0（期限：～2023年12月31日）
　　※割引クーポンコードを、必ずご入力ください！
　 　未入力の場合、割引が適用されず、定価でのご請求となります。ご了承ください。
・メール添付、FAX、電話でもお受けしております。
　ご氏名・ご住所・電話番号・公費／私費の区別・公費の場合は必要書類・宛名・日付の有無をお知らせください。
・3000 円以上のお買い上げで、国内全国送料サービス（※海外への配送に関しては、実費を頂戴します）

謹啓　
　日頃より弊社をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　このたび、会員様対象の特別割引セールを行うことになりました。
　当リストの新刊書籍をはじめ、勉誠社・勉誠出版タイトル全品が対象となります。
　この機会にぜひともご購入をご検討くださいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。　

謹白

全　点　20％OFF

＊ウェブサイト以外の方法によるご注文の際は、
　日本語学会／日本方言研究会の会員であることをお知らせください。

勉誠社
日本語学会／日本方言研究会

会員様対象
特別割引のご案内

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp
電話 03-5215-9021　
FAX 03-5215-9025

より詳細な「研究書 新刊・近刊のご案内」が
右のQRコードからダウンロードいただけます。

割引クーポンコード：82f8a3ead0
（使用期限：～2023年12月31日）



書名 編著者名 刊⾏年⽉ ISBN 本体価格 割引価格（税込） ご注文
重要⽂化財 東福寺五百羅漢図 修理と研究 石川登志雄 編 202310 37010 22,000 19,400
日本人の読書 佐藤道生 著 202309 39033 12,000 10,600
日本と東アジアの〈環境⽂学〉 小峯和明 編 202307 39018 15,000 13,200
紫式部集の世界 廣田收・横井孝 編 202307 39031 9,800 8,600
地方史誌から世界史へ 小二田章 編 202306 32028 8,000 7,000
輞川図と蘭亭曲水図 野田⿇美・静岡県⽴美術館 編 202305 37009 9,500 8,400
方⾔地理学の視界 小林隆・⼤⻄拓⼀郎・篠崎晃⼀ 編 202305 38003 8,000 7,000
江⼾時代の貸本屋 ⻑友千代治 著 202305 39029 5,000 4,400
杜甫研究年報 第六号 日本杜甫学会 編 202304 39446 3,000 2,600
⽂と書 ⻲澤孝幸 著 202303 37008 8,000 7,000

深草瑞光寺所蔵 元政上人資料集
岡雅彦・落合博志・桑名法晃・⻑田和也・中前正志・
那須陽⼀郎・原雅⼦・村⽊敬⼦ 編

202303 31013 20,000 17,600

俊頼髄脳全注釈 家永⾹織・小野泰央・⿅野しのぶ・舘野⽂昭・福田亮雄 著 202303 39025 15,000 13,200
江⼾時代前期出版年表〔万治元年〜貞享五年〕 岡 雅彦 編 202303 32029 32,000 28,200
伝承と現代 加藤秀雄 著 202302 33004 8,000 7,000
宣教師の日本語⽂学 研究と目録 郭南燕 編著 202302 39026 11,000 9,700
源氏物語歌筐 伊東祐⼦ 著 202302 39017 6,500 5,700
鎌倉時代禅僧喫茶史料集成 舘隆志 著 202302 31014 13,500 11,900
王朝物語論考 横溝博 著 202302 39024 12,000 10,600
新羅政治社会史研究 武田幸男 著 202212 32024 12,000 10,600
古⽂書研究 第94号 日本古⽂書学会 編 202212 32404 3,800 3,300
知識インフラの再設計 数藤雅彦 責任編集 202211 30301 3,200 2,800
慈円『法華要⽂百首』全釈 石川⼀ 編 202211 39016 9,000 7,900
和漢朗詠集とその享受 増訂新版 三⽊雅博 著 202210 39012 15,000 13,200
公⽂書管理法時代の⾃治体と⽂書管理 宮間純⼀ 編 202210 30008 6,000 5,300
調べ物に役⽴つ 図書館のデータベース 小曽川真貴 著 202208 30006 1,800 1,600
論究日本近代語 第2集 日本近代語研究会 編 202203 38522 15,000 13,200
地域⽂化の可能性 ⽊部暢⼦ 編 202203 32015 2,700 2,400
慶應義塾図書館蔵 論語疏巻六
慶應義塾⼤学附属研究所斯道⽂庫蔵 論語義疏
影印と解題研究

慶應義塾⼤学論語疏研究会 編 202111 31004 18,000 15,800

書物・印刷・本屋 藤本幸夫 編 202106 30002 16,000 14,100
ベトナム語空間ダイクシスとその展開 安達真弓 著 202105 38001 10,000 8,800
日本語⽂字論の挑戦 加藤重広・岡墻裕剛 編 202103 38000 7,000 6,200
コーパスと近代日本語書き⾔葉の⼀人称代名詞の研究 近藤明日⼦ 著 202102 28052 8,500 7,500
龍⾕⼤学図書館蔵 ⿊⾕上人語燈録 元亨版
翻刻および総索引

佐々⽊勇 主編 202004 28050 18,000 15,800

サハ語⽂法 江畑冬生 著 202004 28049 9,800 8,600
論究日本近代語 第1集 日本近代語研究会 編 202003 28521 15,000 13,200
日本書紀声点本の研究 鈴⽊豊 著 202003 28048 14,000 12,300
漱石⽂体⾒本帳 北川扶生⼦ 著 202001 29189 2,800 2,500
近世後期テニヲハ論の展開と活⽤研究 遠藤佳那⼦ 著 202001 28047 8,000 7,000

国宝 漢書楊雄伝 第五十七
京都国⽴博物館 原本所蔵・編
石塚晴通・上杉智英・小助川貞次 解説

201912 28046 35,000 30,800

⽂化情報学事典
村上征勝 監修
⾦明哲・小⽊曽智信・中園聡・⽮野桂司・⾚間亮・阪田真⼰⼦・
宝珍輝尚・芳沢光雄・渡辺美智⼦・⾜⽴浩平 編

201912 20071 15,000 13,200

ライブラリーぶっくす 専門図書館探訪 ⻘柳英治・⻑⾕川昭⼦ 共著／専門図書館協議会 監修 201910 20070 2,000 1,800
カピタン 最後の江⼾参府と阿蘭陀宿 歩く、異⽂化交流片桐⼀男 著 201907 22,244 6,000 5,300
戦国日本のキリシタン布教論争 高橋裕史 著 201905 22236 4,600 4,000
戦国⼤名の海外交易 ⿅⽑敏夫 著 201904 22229 8,500 7,500
平安時代における変体漢⽂の研究 田中草⼤ 著 201902 29172 8,000 7,000
隠れキリシタンの布教⽤ノート 吉利⽀丹抄物
影印・翻刻・現代語訳

⼤塚英二 編 201901 22230 10,000 8,800

国宝 小川本 真草千字⽂ 小川雅人 原本所蔵／石塚晴通・⾚尾栄慶 編 201811 27049 25,000 22,000
出島遊⼥と阿蘭陀通詞 日蘭交流の陰の⽴役者 片桐⼀男 著 201805 22197 3,600 3,200
江⼾・東京語の否定表現構造の研究 許哲 著 201805 28041 7,800 6,900
中世古今和歌集注釈の世界
毘沙門堂本古今集注をひもとく

人間⽂化研究機構 国⽂学研究資料館 編 201803 29158 13,000 11,400

日本語程度副詞体系の変遷 古代語から近代語へ 田和真紀⼦ 著 201705 28033 6,000 5,300
思想史のなかの日本語 訓読・翻訳・国語 中村春作 著 201705 21041 2,800 2,500
山田孝雄著『日本⽂体の変遷』本⽂と解説 藤本灯・田中草⼤・北﨑勇帆 編 201702 28032 4,500 4,000
漢字字体史研究 二 字体と漢字情報 石塚晴通 監修／高田智和・馬場基・横山詔⼀ 編 201611 28029 8,000 7,000
『⾊葉字類抄』の研究 藤本灯 著 201603 28023 15,000 13,200
日本古典漢語語彙集成 柏⾕嘉弘・靏岡昭夫 編 201511 28022 75,000 66,000
東洋⽂庫善本叢書10 天正十⼋年本 節⽤集 公益財団法人 東洋⽂庫 監修／豊島正之 解題 201509 28210 38,000 33,400
明恵上人夢記 訳注 奥田勲・平野多恵・前川健⼀ 編 201502 21024 8,000 7,000
東洋⽂庫善本叢書2
重要⽂化財 ドチリーナ・キリシタン 天草版

公益財団法人 東洋⽂庫 監修／豊島正之 解説 201409 28202 14,000 12,300

近代日本語と⽂語⽂ 今なお息づく美しいことば 三浦勝也 著 201406 28014 2,500 2,200
京都国⽴博物館所蔵 国宝 浄名⽞論 京都国⽴博物館 編／石塚晴通・⾚尾栄慶 解題 201404 22073 100,000 88,000



日本語史の新視点と現代日本語 小林賢次・小林千草 編 201403 28011 13,000 11,400
京都国⽴博物館所蔵 国宝 吉田本 日本書紀 京都国⽴博物館 編／石塚晴通・⽻田聡 解題 201402 22072 100,000 88,000
京都国⽴博物館所蔵 国宝 岩崎本 日本書紀 京都国⽴博物館 編／石塚晴通・⾚尾栄慶 解題 201401 22071 35,000 30,800
国宝 ⻄⼤寺本 ⾦光明最勝王経
天平宝字六年百済豊⾍願経

総本山⻄⼤寺 編／佐伯俊源・⽉本雅幸・野尻忠 解題 201309 28505 100,000 88,000

在庫僅少 キリシタン版 日葡辞書 カラー影印版
オックスフォード⼤学ボードレイアン図書館 所蔵
⽉本雅幸 解題

201301 20014 100,000 88,000

漢字字体史研究 石塚晴通 編 201211 28008 8,000 7,000
漢⽂訓読と近代日本語の形成 齋藤⽂俊 著 201102 10451 7,500 6,600
書誌学⼊門 古典籍を⾒る・知る・読む 堀川貴司 著 201004 20001 1,800 1,600

在庫僅少 改訂新版 古本節⽤集六種 研究並びに総合索引 中田祝夫 著 200905 03237 43,000 37,800
在庫僅少 改訂新版 ⽂明本節⽤集 研究並びに索引 中田祝夫 著 200605 03152 41,000 36,100
在庫僅少 改訂新版 書⾔字考節⽤集 研究並びに索引 中田祝夫・小林祥次郎 著 200605 03153 30,000 26,400
在庫僅少 図書寮本 類聚名義抄 築島裕 解説／橋本不美男・宮澤俊雅・酒井憲二 索引 200505 03139 20,000 17,600
在庫僅少 仮名遣及仮名字体沿⾰史料 ⼤⽮透 著／中田祝夫・峰岸明 解説索引 200505 03138 18,000 15,800

オンデマンド版
日韓漢⽂訓読研究（オンデマンド版） 藤本幸夫 編 202211 88015 10,000 8,800
続「訓読」論（オンデマンド版） 中村春作・市來津由彦・田尻祐⼀郎・前田勉 編 202211 88001 6,000 5,300
「訓読」論（オンデマンド版） 中村春作・市來津由彦・田尻祐⼀郎・前田勉 共編 202211 83184 4,800 4,200
近代日本語の形成と欧⽂直訳的表現（オンデマンド版） ⼋⽊下孝雄 著 202208 88040 6,500 5,700
増補改訂 古代日本人と外国語（オンデマンド版） 湯沢質幸 著 202207 84074 2,800 2,500
近代日本語教科書語彙索引（オンデマンド版） 伊藤孝⾏ 編 202207 88002 8,000 7,000
アジア遊学
東アジアの「孝」の⽂化史 雋雪艶・⿊田彰 編 202310 32534 3,200 2,800
書物の時代の宗教 岸本覚・曽根原理 編 202309 32533 2,800 2,500
渾沌と⾰新の明治⽂化 井上泰至 編 202308 32531 2,800 2,500
近代アジアの⽂学と翻訳 波潟剛・⻄槇偉・林信蔵・藤原まみ 編 202308 32532 3,000 2,600
近世日本のキリシタンと異⽂化交流 ⼤橋幸泰 編 202307 32530 2,800 2,500
列島の中世地下⽂書 春田直紀 編 202305 32528 3,000 2,600
神道の近代 伊藤聡・斎藤英喜 編 202303 32527 3,200 2,800
呉越国 10世紀東アジアに華開いた⽂化国家 瀧朝⼦ 編 202210 32521 3,200 2,800
「唐物」とは何か 河添房江・皆川雅樹 編 202210 32520 2,800 2,500
書物学
書物学 第24巻 100年くらい前の本づくり 編集部 編 202308 30723 2,000 1,800
書物学 第23巻 ⽂化財をつなぐひと・もの・わざ 編集部 編 202304 30724 1,800 1,600
書物学 第22巻 禅寺の学問 編集部 編 202302 30722 1,800 1,600
書物学 第21巻 活字 編集部 編 202212 30721 1,800 1,600
書物学 第20巻 追憶のサムライ 横浜市歴史博物館 編 202210 30720 1,800 1,600
書物学 第19巻 紙のレンズから⾒た古典籍 編集部 編 202202 30719 1,800 1,600
書物学 第18巻 蔵書はめぐる 編集部 編 202007 20718 1,800 1,600
書物学 第17巻 編集⽂献学への誘い 編集部 編 201909 20717 1,500 1,300
書物学 第16巻 特殊⽂庫をひらく 古典籍がつなぐ過 編集部 編 201907 20716 1,500 1,300
書物学 第15巻 ⾦属活字と近代 編集部 編 201904 20715 1,500 1,300
書物学 第14巻 贋作・偽作 編集部 編 201812 20714 1,500 1,300
書物学 第13巻 学問の家の書物と伝授 清原家の営為 編集部 編 201808 20713 1,500 1,300
書物学 第12巻 江⼾初期の学問と出版 編集部 編 201802 20712 1,500 1,300
書物学 第11巻 語りかける洋古書 編集部 編 201708 20711 1,500 1,300
書物学 第10巻 南方熊楠生誕150年 編集部 編 201703 20710 1,500 1,300
書物学 第9巻 江⼾の欲望／江⼾という欲望 編集部 編 201610 20709 1,500 1,300
書物学 第8巻 国宝 称名寺聖教／⾦沢⽂庫⽂書 編集部 編 201608 20708 1,500 1,300
書物学 第7巻 医書の世界 編集部 編 201603 20707 1,500 1,300
書物学 第6巻 「書」が語る日本⽂化 編集部 編 201511 20706 1,500 1,300
書物学 第5巻 洋古書の愉悦 編集部 編 201507 20705 1,500 1,300
書物学 第4巻 出版⽂化と江⼾の教養 編集部 編 201502 20704 1,500 1,300
書物学 第3巻 書物とエロス 編集部 編 201408 20703 1,500 1,300
書物学 第2巻 書物古今東⻄ 編集部 編 201405 20702 1,500 1,300
書物学 第1巻 書物学こと始め 編集部 編 201403 20701 1,500 1,300





日本語学・日本史（近・現代史）

日本近代語研究会
（にほんきんだいごけんきゅうかい）
1982年に「青年近代語研究会」として発足した（1984年1月から
「近代語研究会」、2011年5月から現在の名称）、広い意味での近
代語（室町時代以降の日本語）に関する研究者の集まり。年十
回の研究発表会および『論究日本近代語』刊行の事業を行う。

定価16,500円（本体価格15,000円）

A5判上製カバー装・368頁
ISBN978-4-585-28522-6  C3081

2022年3月刊行

論究 日本近代語 第 2集

日本近代語研究会［編］

第２集【目次】
キリシタン版『サントスの御作業』の「言葉の和らげ」の編纂背景について
 ―巻1・巻2間の偏りに注目して―■中野　遙
用例翻訳の疎密に見るキリシタン日本語文典の性格■黒川　茉莉
『虎明本狂言』と『狂言六義』における行為要求表現の対照■八坂　尚美
格助詞「ガ」の用法拡大の様相
 ―17世紀から明治大正期にかけて―■山田　昌裕
メテとユンデの語誌
 ―ミギノテ・ヒダリノテ・周辺語との関わりを中心に―■木川　あづさ
『波留麻和解』に含まれる出現時期の早い訳語■櫻井　豪人
外国資料に見える日本語
 ―『ドゥーフ・ハルマ』の「鬮入ルヽ」について―■浅野　敏彦
『英和対訳袖珍辞書』における宋朝体の漢字の考察■三好　彰
聖書翻訳におけるヘブライ語動詞連鎖の訳出
 ―「明治元訳」を中心に―■遠藤　佳那子・髙橋　洋成
『佳人之奇遇』の語彙■田貝　和子
稿本『言海』にみられる同音異義語の扱い■小野　春菜
『新式いろは節用辞典』の「漢名」■今野　真二
犬養毅の読み方をめぐる『痴遊雑誌』誌上の論争について
 ―つよし・つよき・キ・たけし・たけき・しのぶ―■三浦　直人
明治大正期『読売新聞』における「タ」の推移
 ―文章の種類の違いという観点から―■ヤロシュ島田　むつみ
近代日本語の省略型行為要求表現の調査 ■陳　慧玲
近現代における副詞の仮名表記化■髙橋　雄太
近代女性書簡文口語体化の契機と過程■茗荷　円
〈付帯状況〉を表す「形容詞＋まま」の史的展開■菊池　そのみ
丁寧体過去形式「～ましたです」の動向
 ―「国会会議録検索システム」を例として―■神作　晋一
日本語学習者と母語話者における
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と
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造
を
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法
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彙
と
い
っ
た
日
本
語
学
の

観
点
か
ら
詳
細
に
分
析
し
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日
本
文
学
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史
学
、日
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語
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育
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現
論
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す
る
論
文
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外
国
人
宣
教
師
の
日
本
語
著
述
に
光
を
当
て
る

幕
末
か
ら
現
代
ま
で
、多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
が
日
本
を
訪
れ
、膨
大
な
書
物
を
日
本
語
で
著
述
し
た
。

外
国
人
宣
教
師
は
な
ぜ
、日
本
語
で
書
い
た
の
か
。

本
書
で
は
、確
認
で
き
た
442
名
の
宣
教
師
が
日
本
語
で
著
し
た
、約
2
7
0
0
に
も
及
ぶ
文
献
を
精
査
。

彼
ら
の
日
本
語
使
用
の
特
色
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
の
紹
介
、日
本
文
化
へ
の
寄
与
、日
本
人
と
の
協
力
を
取
り
上
げ
て
、

こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た「
宣
教
師
の
日
本
語
文
学
」と
い
う
新
分
野
の
開
拓
を
試
み
る
。

宣
教
師
の
著
書
の
書
誌
情
報
を
ま
と
め
た「
外
国
人
宣
教
師
日
本
語
著
作
目
録
」を
収
録
。

郭
南
燕（
か
く
・
な
ん
え
ん
）

東
京
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
特
任
教
授
。

研
究
分
野
：
日
本
近
代
文
学
、東
ア
ジ
ア
の

キ
リ
ス
ト
教
伝
播
。

著
書
に
、『
ザ
ビ
エ
ル
の
夢
を
紡
ぐ: 

近
代
宣

教
師
た
ち
の
日
本
語
文
学
』（
平
凡
社
、二
〇

一
八
）、共
著
に
、『
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ

シ
ャ
：
戦
国
を
生
き
た
父
娘
の
虚
像
と
実

像
』（
筑
摩
書
房
、二
〇
二
〇
）、編
著
書
に
、

『
キ
リ
シ
タ
ン
が
拓
い
た
日
本
語
文
学
』（
明

石
書
店
、二
〇
一
七
）な
ど
が
あ
る
。

編
著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

宣
教
師
の
日
本
語
文
学

研
究
と
目
録

第
一
部　

研
究
篇

序　

章　

外
国
人
宣
教
師
は
な
ぜ
、
日
本
語
で
書
い
た
の
か
●
郭
南
燕

第
一
章　

幕
末
・
明
治
初
期
の
日
本
語
文
学

 

 

―
ド
・
ロ
神
父
を
中
心
に
●
郭
南
燕

第
二
章　

仏
人
宣
教
師
リ
ギ
ョ
ー
ル
の
政
治
論

 

 

―
愛
国
論
を
中
心
に
●
将
基
面
貴
巳

第
三
章　

カ
ン
ド
ウ
神
父
の
著
述

 

 

―
戦
後
日
本
人
の
案
内
者
●
郭
南
燕

第
四
章　

カ
ン
ド
ウ
神
父
の
日
本
語

 

 

―
『
思
索
の
よ
ろ
こ
び
』
を
中
心
に
●
牧
野
成
一

第
五
章　

ホ
イ
ヴ
ェ
ル
ス
神
父
の
日
本
語
文
学
●
谷
口
幸
代

第
六
章　

キ
リ
ス
ト
教
と
禅

 

 

―
エ
ノ
ミ
ヤ
＝
ラ
サ
ー
ル
の
ふ
る
さ
と
●
堀
ま
ど
か

第
七
章　

ク
ラ
ウ
ス
・
リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
神
父
の
著
述
と
司
牧
の
日
本
文
化
へ
の
貢
献
●
釘
宮
明
美

第
八
章　

遠
藤
周
作
と
宣
教
師
た
ち
の
交
友

 

 

―
戦
時
下
弾
圧
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
背
景
に
●
増
田
斎

第
九
章　
「
日
本
語
文
学
」
試
論
●
新
井
菜
穂
子

宣
教
師
作
品
抜
粋

第
二
部　

外
国
人
宣
教
師
日
本
語
著
作
目
録
●
郭
南
燕

あ
と
が
き
●
郭
南
燕

執
筆
者
紹
介

索　

引

目
次
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佐
藤
道
生
﹇
著
﹈
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目
次

カ
ラ
ー
口
絵

◎
本
　
篇

第
一
章
　
古
代
・
中
世 

日
本
人
の
読
書

第
二
章
　
日
本
に
現
存
す
る
漢
籍
古
写
本―

唐
鈔
本
は
な
ぜ
読
み
継
が
れ
た
の
か

第
三
章
　
古
代
・
中
世 

漢
文
訓
読
史

第
四
章
　
平
安
貴
族
の
読
書

第
五
章
　
藤
原
道
長
の
漢
籍
蒐
集

第
六
章
　
藤
原
兼
実
の
読
書
生
活―

『
素
書
』と『
和
漢
朗
詠
集
』

第
七
章
　
養
和
元
年
の
意
見
封
事

　
　
　
　
　
　―

藤
原
兼
実「
可
依
変
異
被
行
攘
災
事
」を
読
む

第
八
章
　『
論
語
疏
』中
国
六
世
紀
写
本
の
出
現

第
九
章
　
平
安
時
代
に
於
け
る『
文
選
集
注
』の
受
容

第
十
章
　
金
澤
文
庫
本『
春
秋
経
伝
集
解
』、奥
書
の
再
検
討

第
十
一
章
　
室
町
後
期
に
於
け
る『
論
語
』伝
授
の
様
相

　
　
　
　
　
　―

天
文
版『
論
語
』の
果
た
し
た
役
割

第
十
二
章
　
清
原
家
の
学
問
と
漢
籍

　
　
　
　
　
　―

『
論
語
』を
例
と
し
て
訓
点
と
注
釈
書
と
の
関
係
を
考
え
る

第
十
三
章
　
吉
田
家
旧
蔵
の
兵
書

　
　
　
　
　
　―

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵『
七
書
直
解
』等
の
紹
介
を
兼
ね
て

第
十
四
章
　「
佐
保
切
」追
跡

　
　
　
　
　
　―

大
燈
国
師
を
伝
称
筆
者
と
す
る
書
蹟
に
関
す
る
考
察

第
十
五
章
　
伝
授
と
筆
耕―

呉
三
郎
入
道
の
事
績

第
十
六
章
　『
古
文
孝
経
』永
仁
五
年
写
本
の
問
題
点

第
十
七
章
　
猿
投
神
社
の
漢
籍
古
写
本

　
　
　
　
　
　―

『
史
記
』『
春
秋
経
伝
集
解
』の
書
写
者
を
探
る

◎
附
　
篇

第
十
八
章
　『
朝
野
群
載
』巻
十
三
の
問
題
点

第
十
九
章
　
日
本
漢
学
史
上
の
句
題
詩

第
二
十
章
　『
本
朝
麗
藻
』所
収
の
釈
奠
詩―

句
題
詩
の
変
型
と
し
て

第
二
十
一
章
　
藤
原
有
国
伝
の
再
検
討

第
二
十
二
章
　
大
江
匡
房
と
藤
原
基
俊

第
二
十
三
章
　
大
江
匡
房
の
著
作
と『
新
撰
朗
詠
集
』

第
二
十
四
章
　
平
安
後
期
の
文
章
得
業
生
に
関
す
る
覚
書

第
二
十
五
章
　『
玉
葉
』に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
関
連
記
事
の
検
討

第
二
十
六
章
　
平
安
時
代
の
詩
宴
に
果
た
し
た
謝
霊
運
の
役
割

あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
図
版
一
覧
／
索
　
引

『
清
涼
山
伝
』◎『
文
選
集
注
』
巻
七
断
簡
◎『
文
選
集
注
』
巻
百
十
一
断
簡

金
澤
文
庫
本
『
文
選
集
注
』
巻
六
十
一
残
簡
◎『
論
語
』
清
原
業
賢
書
写
・
加
点
本

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
』
天
文
版
清
原
枝
賢
加
点
本

「
佐
保
類
切
」『
施
氏
七
書
講
義
』
断
簡
◎「
佐
保
類
切
」『
施
氏
七
書
講
義
』
残
簡

「
道
徳
経
切
」『
老
子
道
徳
経
』
断
簡

日
本
人
の
読
書

古
代
・
中
世
の
学
問
を
探
る

人
び
と
は
何
を
読
み
、ど
の
よ
う
に
学
ん
で
き
た
の
か―

古
代
・
中
世
の
日
本
に
お
い
て
、書
物
を
読
み
、解
釈
し
、

伝
え
て
い
く
こ
と
は
、限
ら
れ
た
人
び
と
に
の
み
許
さ
れ
る

特
権
的
な
営
み
で
あ
っ
た
。

特
に
中
国
大
陸
な
い
し
は
朝
鮮
半
島
経
由
で
伝
え
ら
れ
た

漢
籍（
漢
語
で
書
か
れ
た
書
物
）は
、国
家
を
支
え
る
政
治
や
法
、

さ
ら
に
は
思
想
や
文
化
体
系
を
伝
え
る
最
先
端
の
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。

中
国
の
文
化
全
般
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た

こ
れ
ら
の
学
問―

漢
学―

は
、国
家
の
制
度
の
な
か
に
も
位
置
付
け
ら
れ
、

そ
れ
を
担
う
家
で
は
、書
写
・
刊
行
さ
れ
た
諸
種
の
漢
籍
を
入
手
し
、

独
自
の
学
問
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

書
物
に
残
さ
れ
た
注
釈
の
書
き
入
れ
、来
歴
を
伝
え
る
識
語
、

古
記
録
や
説
話
に
残
さ
れ
た
漢
学
者
の
逸
話
な
ど
、

漢
籍
の
読
書
の
高
ま
り
を
い
ま
に
伝
え
る
諸
資
料
か
ら

古
代
・
中
世
に
お
け
る
日
本
人
の
読
書
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
。　

本
書
で
は
じ
め
て
フ
ル
カ
ラ
ー
公
開
す
る
資
料

佐
藤
道
生
（
さ
と
う
・
み
ち
お
）

　
一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
古
代
・
中
世
日
本
漢
学
。
主
な
著
書
に
『
平
安
後
期

日
本
漢
文
学
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、『
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写 

和
漢
朗
詠
集 

影
印

と
研
究
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
句
題
詩
論
考―

王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）、

「『
玉
葉
』に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
関
連
記
事
の
検
討
」（『
変
革
期
の
社
会
と
九
条
兼
実―

『
玉
葉
』
を
ひ
ら
く
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル
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近
世
日
本
の
キ
リシタンと

異
文
化
交
流

日本史（中世史・近世史）・東洋史・西洋史

ア
ジ
ア
遊
学
284

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

本
体
二
、八
〇
〇
円

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
五
六
頁

二
〇
二
三
年
七
月
刊
行

SBN
978-4-585-32530-7 C1320

﹇
目
次
﹈

〈
序
文
〉
近
世
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
異
文
化
交
流…

大
橋
幸
泰 

第
Ⅰ
部
◉
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
化
と
思
想

キ
リ
シ
タ
ン
と
時
計
伝
来…

平
岡
隆
二 

信
徒
国
字
文
書
の
キ
リ
シ
タ
ン
用
語

　
　―

「
ぱ
す
と
る
」（
羊
飼
い
）を
起
点
と
し
て…

岸
本
恵
実 

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
下
に
お
け
る「
偽
装
」理
論
の
神
学
的
源
泉…

折
井
善
果 

〈
史
料
紹
介
〉「
キ
リ
シ
タ
ン
と
時
計
伝
来
」関
連
史
料…

平
岡
隆
二

第
Ⅱ
部
◉
日
本
を
取
り
巻
く
キ
リ
シ
タ
ン
世
界

布
教
保
護
権
か
ら
布
教
聖
省
へ

　
　―

バ
チ
カ
ン
の
日
本
司
教
増
置
計
画
を
め
ぐ
っ
て…

木
﨑
孝
嘉

ラ
ー
ン
サ
ー
ン
王
国
に
至
る
布
教
の
道

　
　―

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
事
業
の
一
幕…

阿
久
根 

晋

パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン「
発
見
」の
予
見

　
　―

琉
球
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
に
お
け
る
日
本
再
宣
教
へ
の
布
石…

牧
野
元
紀

〈
史
料
紹
介
〉
南
欧
文
書
館
に
眠
る
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
関
係
文
書

　
　―

所
蔵
の
整
理
と
プ
ロ
ク
ラ
ド
ー
ル
研
究
の
展
望…

木
﨑
孝
嘉 

第
Ⅲ
部
◉
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
起
点
と
終
点

最
初
の
禁
教
令―

永
禄
八
年
正
親
町
天
皇
の
京
都
追
放
令
を
め
ぐ
っ
て…

清
水
有
子

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
明
治
維
新…

大
橋
幸
泰 

長
崎
地
方
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
・
非
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
関
係
の
諸
相

　―
『
日
本
習
俗
に
関
す
る
ロ
ケ
ー
ニ
ュ
師
の
手
記
』（
一
八
八
〇
年
頃
）

　
　
　
　
を
中
心
に…
マ
ル
タ
ン・ノ
ゲ
ラ・ラ
モ
ス

  
 

大
橋
幸
泰 ﹇
編
﹈

十
六
世
紀
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た

キ
リ
ス
ト
教
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
・
思
想
は
、

既
存
の
文
化
や
思
想
に

ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、

ど
の
よ
う
に
終
わ
っ
た
の
か
。

中
国
や
朝
鮮
、東
南
ア
ジ
ア
の
布
教
は

ど
の
よ
う
に
展
開
し
、日
本
布
教
と
ど
う
関
わ
っ
た
の
か
。

東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
を
め
ぐ
る

異
文
化
の
融
合
と
摩
擦
の
問
題
を
、

内
外
の
一
次
史
料
を
用
い
て

日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
・
科
学
史
・
思
想
史
・

言
語
学
の
各
方
面
か
ら
検
討
し
、

中
世
末
期
か
ら
近
世
期
の

新
た
な
時
代
像
の
構
築
を
目
指
す
。

﹇
編
者
紹
介
﹈

早
稲
田
大
学
教
育･

総
合
科
学
学
術
院
教
授
。専
門
は
日
本
近
世
史
。

主
な
著
書
に『
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン 

江
戸
時
代
の
禁
教
政
策
と
民
衆
』（
講
談
社
、二
〇
一
四
年
、講
談
社
学
術
文
庫
に

二
〇
一
九
年
再
刊
）、論
文
に「
近
世
日
本
の
民
衆
史
研
究―

民
衆
運
動･

政
治
思
想･

身
分
認
識
を
め
ぐ
る
議
論

か
ら
属
性
論
の
射
程
を
展
望
す
る
」（『
民
衆
史
研
究
』一
〇
二
、二
〇
二
二
年
）な
ど
が
あ
る
。

大
橋
幸
泰
（
お
お
は
し・ゆ
き
ひ
ろ
）

近
世
日
本
の
キ
リシタンと

近
世
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
異
文
化
交
流…

大
橋
幸
泰

近
世
日
本
の
キ
リシタンと
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ISBN
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国
宝「
三
十
帖
冊
子
」

修
理
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

宇
都
宮
啓
吾
＝
編

最
新
の
仏
教
学
を
学
ぶ
た
め
に
唐
に
渡
っ
た
弘
法
大
師
空
海
が
、

当
地
の
仏
教
経
典・
儀
軌
を
書
写
し
、日
本
に
随
身
秘
蔵
し
て
き
た
冊
子
本
、国
宝「
三
十
帖
冊
子
」。

第
六
世
守
覚
法
親
王
の
時
代
よ
り
京
都・
仁
和
寺
に
て
尊
ば
れ
、伝
持
さ
れ
て
き
た
同
書
は
、

空
海
の
入
唐
中
の
学
問
の
あ
り
か
た
を
伝
え
る
密
教
将
来
の
至
宝
と
し
て
、

ま
た
、空
海
や
橘
逸
勢
ほ
か
、多
く
の
唐
の
写
経
生
が
そ
の
書
写
に
関
わ
り
、

か
つ
冊
子
の
か
た
ち
と
し
て
最
も
古
い
装
訂
と
さ
れ
る
粘
葉
装(

で
っち
ょ
う
そ
う)

の
日
本
最
古
の
例
と
し
て
、

文
化
財
と
し
て
も
特
筆
す
べき
意
義
を
有
し
てい
る
。

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」は
、ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
、伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。

六
か
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ
れ
た
修
理
に
よ
り
見
え
て
き
た
新
知
見
を
多
く
の
カ
ラ
ー
図
版
と
と
も
に
紹
介
。

さ
ら
に
は
、三
十
帖
冊
子
の
伝
来
と
流
転
、経
典
読
誦
の
実
態
、空
海
の
学
問
と
書
、

非
破
壊
料
紙
分
析
の
新
知
見
、文
化
財
修
理
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
等
、

多
角
的
な
観
点
か
ら「
三
十
帖
冊
子
」を
把
捉
す
る
決
定
版
。

掲
載
図
版
点
数
三
〇
〇
点
超
！

さ
ん
じゅ
う
じ
ょ
う

さっ
し

国宝「三十帖冊子」
修理から見えてきたもの
宇都宮啓吾［編］

刊
行
に
あ
た
っ
て
　
総
本
山
仁
和
寺
門
跡
真
言
宗
御
室
派
管
長…

瀬
川
大
秀

序
言―

本
書
の
概
要
　
宇
都
宮
啓
吾

第一
部…

修
理
・
書
誌
篇

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」修
理
報
告―

修
理
の
概
要
と
調
査
報
告…

株
式
会
社
松
鶴
堂

「
三
十
帖
冊
子
」の
修
理
を
振
り
返
っ
て…

株
式
会
社
松
鶴
堂（
書
跡
担
当
課 

森
川
洋
子
）

「
三
十
帖
冊
子
」の
料
紙
に
残
さ
れ
た
痕
跡
の
伝
え
る
も
の

―

保
存
修
理
の
視
点
か
ら…

鈴
木
裕

装
訂
や
料
紙
か
ら
見
た
国
宝「
三
十
帖
冊
子
」　
赤
尾
栄
慶

コ
ラ
ム
　
空
海
の
書―

唐
か
ら
の
贈
り
物…

鍋
島
稲
子

「
三
十
帖
冊
子
」を
飾
る
染
織
品…

山
川
曉

料
紙
を
観
る―

写
本
学
と
光
学
的
調
査
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

…

石
塚
晴
通
・
赤
尾
栄
慶
・
江
南
和
幸
・
岡
田
至
弘

コ
ラ
ム
　
文
化
財
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム

―

金
剛
寺
蔵『
梵
漢
普
賢
行
願
讃
』を
め
ぐ
っ
て…

宇
都
宮
啓
吾

第

二
部…

典
籍
篇

「
三
十
帖
冊
子
」の
借
覧
と
返
納
を
め
ぐ
っ
て…

武
内
孝
善

「
三
十
帖
冊
子
」の
仁
和
寺
移
動
と
仁
和
寺
伝
持
の
歴
史…

朝
川
美
幸

空
海
将
来
経
論
の
書
写
を
め
ぐ
っ
て

―

「
三
十
帖
冊
子
」に
関
連
し
て…

苫
米
地
誠
一

仁
和
寺
蔵「
三
十
帖
冊
子
」の
訓
点
か
ら

観
た
漢
籍
訓
読
の
一
問
題…

宇
都
宮
啓
吾

典
籍
保
存
修
理
の
歩
み―

昭
和
か
ら
令
和
へ…

鈴
木
裕

（
う
つ
の
み
や・
け
い
ご
）1
9
6
6
年
生
ま
れ
。大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
語
学
、仏
教
典
籍
学
。著
書
に『
中
世
国

語
資
料
集
』（
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
33
）（
共
著
、思
文
閣
出
版
、二
〇
一
七
年
）、『
西
教
寺
所
蔵
　
円
測
撰
　
無
量
義
経
疏
』（
分
担
執

筆
、
東
国
大
学
校
仏
教
学
術
院
、二
〇
一
八
年
）、『
四
天
王
寺
聖
教
の
世
界
』（
四
天
王
寺
宝
物
館
令
和
三
年
秋
季
特
別
展
図
録
）（
監

修
・
執
筆
、四
天
王
寺
勧
学
部
、二
〇
二
一
年
）な
ど
が
あ
る
。



本
朝
麗
藻
詳
注

紫
式
部
の
活
躍
し
た
時
代
の
男
性
の
文
学（
漢
詩
文
）を
読
む
。

平
安
時
代
の
寛
弘
年
間（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
一
二
）、

紫
式
部
や
清
少
納
言
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
、宮
廷
官
僚
詩
人
の
漢
詩
文
集『
本
朝
麗
藻
』の
注
釈
書
。

『
本
朝
麗
藻
簡
注
』（
勉
誠
社
、一
九
九
三
年
）を
全
面
的
に
改
訂
し
、作
品
の
内
実
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

漢
詩
文
の
構
成
や
平
仄
、漢
語
の「
語
性
」に
注
意
を
払
っ
て
解
読
し
た
。

柳
澤
良
一
＝
著

（
や
な
ぎ
さ
わ
・
り
ょ
う
い
ち
）

金
沢
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
金
沢
学
院
大
学
名
誉

教
授
。
主
な
著
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に
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朝
麗
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引
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誠
社
、
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年
）、『
続
撰
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
研
究
』(

和
泉

書
院
、
二
〇
〇
一
年)

、『
石
川
県
立
図
書
館
蔵
　
川
口
文

庫
善
本
影
印
叢
書
』
全
三
巻
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年

〜
二
〇
一
〇
年
）、『
新
撰
朗
詠
集
全
注
釈
』
全
四
巻(

新

典
社
、二
〇
一
一
年)

、『
和
漢
朗
詠
集・新
撰
朗
詠
集
』（
佐

藤
道
生
と
共
著
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、『
菅
家
後

集
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
。
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ISBN978-4-585-39030-5 C3091

二
〇
二
三
年

十
月
刊
行
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　春
1

　

 

三
月
三
日
、
侍
レ

宴
同
賦
三
間
レ

柳
発
二
紅
桃
一、
応
レ

　製
。〈
以
レ

春

為
レ

韻
。〉 

儀
同
三
司

三 

日 

花 

朝 
和 
暖 

辰

紅 

桃 

間
レ

柳 

発
レ

粧 
新

烟 

濃 

纔 

透 

綏 

山 
月

黛 

動 

半 

蔵 

曲 

水 

春

碧 

玉 

簾 

中 

裁
レ

錦 

妓

青 

羅 

帳 

後 

挙
レ

燈 

人

震 

遊 

如
レ

舊 

群 

臣 

酔

酔 

意 

詠 

歌 

魏 

代 

塵

【
校
異
】

底
ナ
シ
。
群
・
新
・
全
・
紀
に
よ
っ
て
補
う
。

◇
春
ー
私
に
か
り
に
補
う
。

　◇
応
□
製
ー
群
活
・
全
「
応
製
」。

　◇
儀
同
三
司
ー
群
・

新
「
儀
同
三
司
」
の
右
旁
「
伊
周
」。
全
「
儀
同
三
司
〈
伊
周
〉」。
紀
「
藤
原
伊
周
」。

　

◇
後
ー
紀
「
裡
」。

　◇
震
ー
紀
「
宸
」。

【
訓
読
】

春は
る

三さ
ん

月げ
つ

三さ
ん

日じ
つ

、
宴え
ん

に
侍は
む
べ

り
て
同ひ
と

し
く
「
柳や
な
ぎ

に
間ま
じ

は
つ
て
紅こ
う

桃た
う

発ひ
ら

く
」
と
い
ふ
こ

と
を
賦ふ

し
、
製せ
い

に
応こ
た

へ
ま
つ
る
。〈「
春し
ゆ
ん

」
を
以も
つ

て
韻ゐ
ん

と
為な

す
。〉 

儀ぎ

同ど
う

三さ
ん

司し

三さ
ん

日じ
つ

　花は
な

の
朝あ
し
た

　和わ

暖だ
ん

の
辰と
き

紅こ
う

桃た
う

柳や
な
ぎ

に
間ま
じ

は
つ
て
粧よ
そ
ほ

ひ
を
発ひ
ら

く
こ
と
新あ
ら

た
な
り

烟け
ぶ
り

濃こ
ま

や
か
に
し
て
纔わ
づ

か
に
透す

き
た
り

　綏す
い

山ざ
ん

の
月つ
き

黛ま
ゆ
ず
み

動う
ご

き
て
半な
か

ば
蔵か
く

れ
た
り

　曲ご
く

水す
い

の
春は
る

碧へ
き

玉ぎ
よ
く

の
簾す
だ
れ

の
中う
ち

　錦に
し
き

を
裁た

つ
妓き

あ
り

青せ
い

羅ら

の
帳と
ば
り

の
後う
し
ろ

　燈
と
も
し
び

を
挙あ

ぐ
る
人ひ
と

あ
り

震し
ん

遊い
う

は
舊む
か
し

の
如ご
と

く

　群ぐ
ん

臣し
ん

酔ゑ

へ
り

酔す
い

意い

詠え
い

歌か

す

　魏ぎ

代だ
い

の
塵ち
り

【
通
解
】

春は
る

三
月
三
日
、
上じ
ょ
う

巳し

の
節
句
、
曲ご
く

水す
い

の
宴
に
伺し

候こ
う

し
、
皆
で
「
柳
に
間ま
じ

は
つ

て
紅
桃
発ひ
ら

く
」（
青
柳
に
交
じ
わ
っ
て

紅
く
れ
な
い

の
桃
花
が
咲
く
）
の
詩
題
で
詩
を
作
り
、

勅
命
に
お
応こ
た

え
し
て
詠
進
す
る
。「
春
」
字
を
韻
字
と
す
る
。

儀
同
三
司
（
藤
原
伊こ
れ

周ち
か

）

花
の
咲
い
て
い
る
三
月
三
日
の
朝
は
、
穏
や
か
で
暖
か
な
日ひ
よ
り和

で
、

桃
の
紅
色
の
花
は
、
青
柳
に
交
じ
わ
っ
て
咲
き
、
今
、
新
た
に
化
粧
を
し
た
ば
か
り

の
よ
う
で
あ
る
。

夕
暮
れ
に
な
っ
て
、
春
の
靄も
や

が
濃
く
た
ち
こ
め
る
頃
、
そ
の
と
た
ん
に
桃
で
有
名
な

綏す
い

山ざ
ん

か
ら
月
が
出
て
き
て
、
柳
の
間
か
ら
透
け
て
見
え
る
。

揺
ら
め
く
青
柳
に
半
ば
隠
れ
て
桃
の
紅
色
の
花
が
見
え
、
今
を
盛
り
と
す
る
曲
水
の

春
景
色
は
美
し
い
。

辺
り
の
情
景
は
、
あ
た
か
も
碧
玉
の
御み

簾す

の
内
に
あ
で
や
か
な
錦
の
晴は
れ

着ぎ

を
仕
立
て

て
着
て
い
る
舞
姫
が
、
か
す
か
に
見
え
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、

ま
た
、
青
色
の
薄
絹
の
帳と
ば
り

の
後
ろ
で
、
燈あ
か
り火
を
持
つ
人
が
、
ほ
の
か
に
見
え
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
宴
は
旧
に
復
し
た
か
の
ご
と
く
華
や
か
で
、
我
々
群
臣
は
み
な
快

く
桃
花
の
酒
に
酔
っ
て
い
る
。

こ
の
酔
い
心
地
、
こ
の
詩
歌
を
詠
む
宴
は
、
魏
の
時
代
の
曲
水
の
宴
を
そ
の
ま
ま
受

け
継
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
文

上
巻
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
、下
巻
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
建
暦
三
年
清
寛

加
点
の
奥
書
を
も
つ
江
戸
初
期
の
写
本
を
底
本
と
し
た
。

底
本
の
明
ら
か
な
誤
り
や
欠
佚
、判
読
不
能
の
箇
所
は
そ
の
他
諸
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

利
便
性
を
考
慮
し
、通
し
番
号
の
ほ
か
、返
り
点
・
句
読
点
を
付
し
た
。

校
異

本
朝
麗
藻
諸
本
と
の

校
異
を
示
す
。底
本
の

本
文
と
異
な
る
場
合

は
す
べ
て
掲
出
し
た
。

訓
読

底
本
の
訓
読
を
で
き

る
だ
け
尊
重
し
た
が
、

最
新
の
研
究
成
果
を

参
照
し
て
改
め
た
箇

所
も
あ
る
。

通
解

原
文
の
理
解
に
役
立
つ「
通
解
」を
掲
載
。作
品
に
は
、比
喩
や
見
立
て
な
ど
の

表
現
を
使
っ
て
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
も
の
が
多
数
見
ら
れ
る

の
で
、詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
ね
な
い
よ
う
に
言
葉
を
補
っ
た
。
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内
容

見
本
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冊

ご注文冊数注文書

本朝麗藻詳注
柳澤良一＝著

本
朝
麗
藻

（
ほ
ん
ち
ょ
う
・
れ
い
そ
う
）漢
詩
文
集
。高
階
積
善
撰
。全
一
五
四
首
の
詩
を
収
録
。春
・
夏
・
秋
お
よ

び
雑
題
で
構
成
さ
れ
る
。約
三
〇
年
間
と
い
う
短
い
期
間
の
作
品
を
集
め
、漢
文
学
繁
栄
の
様
子
を
伝

え
る
。天
皇
・
親
王
主
催
の
詩
会
を
収
め
る一
方
、山
荘
や
寺
院
に
お
け
る
詩
も
お
お
く
収
録
す
る
。
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改訂新版図説書誌学
古典籍を学ぶ
慶應義塾大学附属研究所斯道文庫〈編〉

株式会社勉誠社

定
価
三
、八
五
〇
円（
税
込
）

本
体
三
、五
〇
〇
円（
＋
税
）

二
〇
二
三
年
一
一
月
刊
行

Ａ
４
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
総
カ
ラ
ー
・二
二
四
頁

ISBN
978-4-585-30010-6 C

1500

Ⅰ
書
物
と
の
対
話―

書
誌
学
研
究
の
視
点

は
じ
め
に―

書
誌
学
と
は

第
一
章 

本
の
姿

表
紙
の
役
割
／
紙
墨
の
表
情
／
書
物
の
形
／
変
化
す
る
書
物

第
二
章 

本
の
様
々

漢
籍
と
和
書
／
漢
字
と
仮
名
／
文
字
と
絵
／
コ
ト
バ
と
モ
ノ

第
三
章 

本
の
誕
生

誕
生
以
前
／
自
筆
本
／
転
写
本
・
影
写
本
・
臨
写
本

第
四
章 

本
の
流
通

版
下
・
校
正
刷
り
／
翻
刻
本
／
摸
刻
本
／
伝
写
本

第
五
章 

版
本
の
時
代

宋
元
版
／
明
清
版
／
朝
鮮
版
・
越
南
版
／
五
山
版
・
古
活
字
版
／
和
刻
本

第
六
章 

本
の
再
生

付
点
・
書
入
れ
・
批
評
／
校
合
／
入
門
書
・
工
具
書

第
七
章 

書
誌
学
の
発
達

目
録
学
の
発
達
／
版
本
学
の
発
達
／
考
証
学
と
近
代

Ⅱ
斯
道
文
庫
の
五
十
年―

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

・
斯
道
文
庫
の
五
十
年

・
書
物
の
収
集
と
保
全

椎
本
文
庫
／
浜
野
文
庫
／
安
井
文
庫
／
坦
堂
文
庫
／
コ
ル
デ
ィ
エ
文
庫
／
亀

井
家
学
文
庫
／
明
治
仏
教
史
編
纂
所
蔵
書
／
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託

資
料
／
大
曽
根
文
庫
／
河
村
文
庫
／
平
岡
文
庫
／
松
林
桂
月
文
庫
／
林
泰
輔

自
筆
稿
本
類
／
ガ
ス
パ
ル
ド
ヌ
文
庫
／
永
島
文
庫
／
戸
原
文
庫

・
斯
道
文
庫
年
表

・
斯
道
文
庫
蒐
書
の
歴
史

・
出
張
調
査
年
表

・
研
究
事
業
・
研
究
成
果
・
公
開
事
業

執
筆
者
一
覧
／
書
誌
学
用
語
索
引

「
書
物
」と
い
う

文
化
遺
産
の

継
承
の
た
め
に―

有
史
以
来
蓄
積
さ
れ
て
き
た「
書
物
」は
、

人
間
の
英
知
・
思
想
・
思
考
・
情
感
と
い
っ
た
精
神
活
動
が
、

最
も
明
瞭
に
集
約
表
出
さ
れ
た
か
た
ち
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
、

学
術
文
芸
の
遺
産
で
あ
る
。

こ
の「
書
物
」は
、な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か―

「
書
物
」と
の
真
摯
な
対
話
に
よ
り
、

過
去
か
ら
現
在
、そ
し
て
未
来
へ
と
連
な
る

人
間
の
知
的
営
み
の一
端
に

自
ら
リ
ン
ク
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

図
説
書
誌
学

古
典
籍
を

学
ぶ

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
〈
編
〉

昭
和
三
五
年（一九
六
〇
）の
開
設
以
来
、書
誌
学
の
専
門
研
究
所
と
し
て
学
界
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
斯
道
文
庫
所
蔵
の
豊
富
な
古
典
籍
の
中
か
ら
、特
に
書
誌
学
的
観

点
か
ら
重
要
な
も
の
を
選
出
、豊
富
な
カ
ラ
ー
図
版・解
説
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、書

誌
学
の
理
念・プロセス・技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

本
書
の

特
徴

改
訂
新
版

※

本
書
は『
図
説  

書
誌
学
』（
二
〇
一
〇
年
初
版
発
行
）

の
改
訂
新
版
で
す
。改
訂
新
版
刊
行
に
際
し
、誤
字
・
脱

字
等
の
訂
正
を
施
し
ま
し
た
。
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